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発信年月日：令和２年１月 14日 

所属部課 課長 担当職氏名 連 

絡 

先 

TEL 0837-23-1234 経済観光部 

成長戦略推進課 
小林 努 松岡 裕史 

件 名 
長門湯本温泉観光まちづくり 

整備施設の供用開始について 

 

長門湯本温泉では、長門湯本温泉観光まちづくり計画に基づき、温泉街の再生・リノベ

ーションが進行しています。 

このたび、市が整備を進めてきた公共施設の一部が完成し供用開始する運びとなりまし

たので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．供用施設 「長門湯本温泉駐車場」「ゆずきち坂」「御茶屋小路」の３施設 

       施設の供用開始により、来街者の駐車場が確保されるほか、駐車場から温

泉街にアクセスすることが可能になります。（施設の概要は別紙のとおり） 

        

        長門湯本温泉駐車場のご利用案内 

        https://nagatoyumoto-parking.com  

 

２．供用日時 令和 2年 1月 15日（水）午前 10 時 

 

３．今後の主なスケジュール 

令和 2年  1月 ・空き家を活用したシェアハウスの内覧会（19日 11:00～） 

・大寧寺川うたあかりモチーフ製作ワークショップ（19日 13:00～） 

2月 ・大寧寺川うたあかり（2 月 8～17日、8日と 15 日は飲食出店あり） 

・エリアマネジメント法人設立 

3月 ・公共施設整備の完了、共用開始（竹林の路、おとずれ通りなど） 

・恩湯、星野リゾート 界 長門（3 月 12 日）、空き家を活用した BAR

や土産処などの開業 

4月 ・エリアマネジメント事業開始 

 

         

 

   

 



長門湯本温泉駐車場 

 長門湯本温泉駐車場は、観光客にそぞろ歩きを楽しんでいただくため、温泉街への車両の進入を抑制するよう、メインアプロ
ーチとなる国道316号沿いに設置しました。この駐車場は、植栽や街灯、木塀などをしつらえ、長門湯本温泉の品や風格、景観
に寄与するデザインにしたほか、敷地内には長門湯本温泉の特徴である山あいの地形を活かして、高台から音信川に向かって街
を俯瞰できる眺望テラス「みはらし座」を設置しました。 

 また、ゲートは間接照明によって夜の顔づくりを演出し、桜やカエデなどの樹木はライトアップして季節感を演出します。さ
らに、持続可能な温泉街を目指すため、時間帯に合わせた点灯調光のできる照明制御を導入し、温泉街全体の照明エネルギー消
費量の削減に取り組んでいます。 

施設：駐車場（自動車95台、バス3台、バイク15台）、眺望テラス「みはらし座」、停留所「長門湯本温泉」  

料金：有料（バイク駐車場は無料、バスは予約制） 

供用開始：2020年1月15日（水）10時 

住所：長門市深川湯本2332番地1 

デザイン監修：ランドスケープ カネミツヒロシセッケイシツ・金光弘志、照明 LEM空間工房・長町志穂 熊取谷悠里 
       グラフィック ファンタス・白石慎一 



ゆずきち坂 

 ゆずきち坂は、駐車場南側と温泉街の回遊ルートをつなぐ、ゆるやかな坂道の動線です。山あいの地形を活かした段々畑が広 

がり、まわりが開け広がりのある気持ちの良い場所です。既存の石積みや段々畑の形状を活かしたデザインとし、長門湯本の様
々な魅力ある風景を楽しめるようにしました。道のそばには、地域の固有種として栽培、活用され、爽やかな香りとまろやかな
酸味が特徴の「長門ゆずきち」を植樹し、長門市特産の柑橘に親しんでいただけます。 

 また、石垣の風情を夜も楽しんでいただくため、手すりに間接照明をしつらえ、路面を明るくしつつ全体的に落ち着いた灯り
の演出にしています。四季折々の姿を楽しめるよう「長門ゆずきち」のライトアップも準備しています。 

施設：市道堂ノ上線「ゆずきち坂」、長門ゆずきち15本 

供用開始：2020年1月15日（水） 

デザイン監修：ランドスケープ カネミツヒロシセッケイシツ・金光弘志、照明 LEM空間工房・長町志穂 熊取谷悠里 



御茶屋小路 

施設：市道湯本礼湯1号線「御茶屋小路」 

供用開始：2020年1月15日（水） ＊「ゆずきち坂」から「紅葉の階段」までの一部区間 

デザイン監修：ランドスケープ カネミツヒロシセッケイシツ・金光弘志、照明 LEM空間工房・長町志穂 熊取谷悠里 

 御茶屋小路は、竹林の階段と紅葉の階段までをつなぐ温泉街の回遊ルートの一つで、自然石による舗装で温泉街の風情を演出
しています。長門湯本温泉の守護神として勧請された住吉神社の脇を通る道で、段々畑の石積みなど古くからある長門湯本の魅
力を感じることができます。古くは藩主の御茶屋「清音亭」が在ったと伝わる場所から、「御茶屋通り」「御茶屋小路」と名付
けました。 
 また、道沿いには石垣をしつらえ、石垣の風情を夜も楽しんでいただくため、ライトアップで演出しています。 

こ み ち  



駐車場利用料金 



長門市の名産品「ゆずきち」に 
親しむ坂道として名称付け 

御茶屋通りからの延びる路地 
として名称付け 

地名を広場名に表現 

街を俯瞰できる場に「座る 
場所」「ある目的で集う場 
所」の意味をもつ「座」と 
いう言葉を用いて名称付け 

昔、毛利家の御茶屋が在ったと 
伝わる場所を通り名に表現 

施設の名称 



御茶屋小路 

ゆずきち坂 

長門湯本温泉駐車場 

施設の位置図 


